
 
 

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来 

 
本
格
的
な
秋
の
到
来
と
と
も

に
、
毎
週
の
よ
う
に
日
本
に
襲

い
掛
か
る
台
風
に
よ
り
、
大
雨

や
強
風
な
ど
難
儀
な
秋
を
迎
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
戦

後
最
悪
の
火
山
被
害
と
な
っ
た

御
嶽
山
、
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
だ
け
に
冬
の
到
来
間
近
、
犠

牲
者
を
捜
索
す
る
皆
さ
ん
の
苦

労
も
大
変
な
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
御
嶽
山
だ
け
で
な

く
、
各
地
の
火
山
が
活
性
化
し

て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
不

気
味
な
兆
候
に
心
配
を
し
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。 

 

消
費
増
税
、
決
断
の
時
期 

 

そ
ん
な
中
、
四
年
に
一
度
、

ア
ジ
ア
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
ア
ジ
ア
大
会
二
〇
一
四
韓

国
」
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

日
本
選
手
の
堂
々
と
し
た
戦

い
ぶ
り
に
胸
が
躍
る
日
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
心
よ

り
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

こ
の
ア
ジ
ア
大
会
が
終
わ
る

と
次
に
控
え
て
い
る
の
は
消
費

税
の
再
引
き
上
げ
の
決
断
で
す
。 

 

今
年
四
月
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
消
費
が
落
ち

込
み
、
四
月
～
六
月
期
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
七
．
一
％
の
大

幅
減
。
消
費
税
の
再
引
き
上
げ

を
延
期
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と

し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
延
期
に
は
新
た
な

法
案
を
国
会
で
成
立
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
消
費
税

の
再
引
き
上
げ
は
延
期
で
き
な

い
も
の
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

予
定
通
り
に
消
費
税
増
税
を
実

行
し
、
財
政
の
道
筋
を
示
し
て

国
債
と
日
銀
券
の
信
用
を
確
保

し
て
い
く
に
は
、
国
内
経
済
の

増
強
に
向
け
て
、
実
質
的
な
手

段
を
講
じ
る
こ
と
、
そ
し
て
安

定
財
源
の
確
保
の
両
立
が
今
、

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

統
一
地
方
選
挙
の
年 

 
今
、
政
治
の
分
野
で
は
、
日
々

色
々
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

国
政
で
は
集
団
的
自
衛
権
の
解

釈
が
、
憲
法
を
超
越
し
て
政
治

主
導
で
戦
争
で
き
る
形
に
解
釈

の
見
直
し
が
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
の
改
悪
な
ど
、
問
題
が

顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
方
政
治
で
は
「
東
京
都
議

会
」
で
低
次
元
な
ヤ
ジ
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
、
泣
い
た
り
、

謝
っ
た
り
を
繰
り
返
し
し
て
い

る
有
様
、「
兵
庫
県
」
で
は
あ
る

県
議
が
政
務
活
動
費
の
使
途
を

聞
か
れ
る
と
「
号
泣
」
し
て
何

が
な
ん
だ
が
、
分
か
ら
な
い
発

言
を
繰
り
返
す
様
相
な
ど
、
ま

る
で
子
供
の
よ
う
で
す
。 

そ
ん
な
中
、
我
孫
子
市
は
来

年
一
月
に
市
長
選
挙
、
四
月
に

は
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
、
十

一
月
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ
関
係
は
地

方
政
治
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
は
常
と
す
る
こ
と
な
の

で
す
が
、
そ
う
は
言
い
な
が
ら

も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
政
治

不
信
」
に
つ
な
が
り
、「
一
層
の

低
投
票
率
」
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
地
方
議
会
に
身

を
置
く
一
人
と
し
て
責
任
の
一

端
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

今
必
要
な
こ
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、

政
治
や
行
政
の
行
っ
て
い
る
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、
政
治
に
対

し
て
自
分
の
問
題
と
し
て
関
与

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私

は
議
会
を
も
っ
と
身
近
で
市
民

に
見
え
や
す
い
、
よ
り
見
え
る

化
に
努
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

         

九
月
定
例
市
議
会 

 

九
月
定
例
市
議
会
は
一
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
の
二
十
二
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案

は
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
改
正
な
ど
に
よ
る
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
、
学
童
保
育
室
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
、

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
、

そ
の
他
、
市
道
路
の
認
定
・
変

更
・
区
域
外
市
道
路
の
認
定
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
全

二
十
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

陳
情
・請
願
関
係 

 

請
願
：
二
十
一
号 

政
府
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
「
閣
議
決
定
」
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願 

 

私
も
紹
介
議
員
の
一
員
と
な

り
、
賛
成
に
努
め
ま
し
た
が
、

審
議
を
行
っ
た
総
務
企
画
常
任

委
員
会
で
は
、
可
否
同
数
と
な

り
、
委
員
長
の
採
決
は
「
否
」
、

三
対
四
で
多
数
否
決
、
本
会
議

で
は
九
対
十
三
で
多
数
否
決
と

な
り
、
請
願
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、

日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
な
く
て

も
、
他
国
の
た
め
に
武
力
を
行
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使
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
海
外

で
の
武
力
行
使
に
対
す
る
憲
法
上
の

歯
止
め
を
外
し
、
日
本
を
「
海
外
で

戦
争
を
す
る
国
」
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。 

こ
の
重
大
な
転
換
を
一
内
閣
の
閣

議
決
定
で
認
め
る
こ
と
は
到
底
、
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憲

法
解
釈
を
一
内
閣
の
判
断
で
勝
手
に

変
え
る
こ
と
は
立
憲
主
義
の
否
定
に

な
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

個
人
質
問
に
登
壇 

 

九
月
議
会
で
は
個
人
質
問
に
登
壇

し
ま
し
た
。 

大
綱
① 

教
育
行
政
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
、

小
中
一
貫
教
育
、
教
育
委
員
会
制
度

の
改
革
な
ど
） 

大
綱
② 

環
境
行
政
（
水
の
館
移
譲
問
題
、

千
葉
県
か
ら
移
譲
を
受
け
る
条
件
、

農
産
物
直
売
所
の
移
転
に
伴
う
諸
課

題
な
ど
） 

ま
た
環
境
都
市
常
任
委
員
と
し
て

徹
底
し
た
審
議
に
努
め
ま
し
た
。 

議
会
改
革
特
別
委
員
会
副
委
員
長

と
し
て
我
孫
子
市
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 
         

九
月
議
会
主
な
発
言
内
容 

 

○
環
境
都
市
常
任
委
員
会 

〈
主
な
質
問
項
目
〉 

 

・
布
佐
東
部
地
区
市
街
地
液
状
化
対 

策
「
地
下
水
位
低
下
工
法
」
の
実 

現
性 

・
新
木
駅
橋
上
駅
舎
化
と
ホ
ー
ム
の 

屋
根
の
整
備
延
伸 

・
工
場
集
団
化
事
業
と
企
業
立
地
の 

推
進
策 

・
水
の
館
移
譲
問
題
（
無
駄
な
施
設 

に
し
な
い
た
め
に
） 

・
持
続
可
能
な
水
道
局
へ
（
業
務
改 

善
方
針
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な 

ど
） 

 
※
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
、
市
議
会
Ｈ

Ｐ
の
録
画
等
で
い
つ
で
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
d
i
s
c
u
s
s
v
i
s
i
o
n
.
n
e
t
/

a
b
i
k
o
s
i
/
2
.
h
t
m
l
 

(

皆
様
の
声
を
議
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。) 

                 

公
立
の
小
中
学
校
に
冷
房
設
備

を
設
置
し
て
ほ
し
い 

 

近
年
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、

小
中
学
生
の
熱
中
症
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
孫

子
市
の
小
中
学
校
（
小
学

校
十
三
校
、
中
学
校
六
校
、

全
十
九
校
）
で
は
こ
れ
ま

で
扇
風
機
の
設
置
や
窓
ガ

ラ
ス
へ
の
遮
熱
フ
イ
ル
ム

の
貼
り
付
け
な
ど
の
対
応

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
、
子
供
た

ち
が
安
全
に
集
中
し
て
学

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

我
孫
子
市
は
平
成
二
十
七

年
度
、
平
成
二
十
八
年
度

の
二
か
年
で
、
小
中
学
校

全
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。 

設
置
す
る
順
番
と
し
て
は
、

小
学
校
に
比
べ
て
授
業
時

間
が
長
い
事
や
、
夏
休
み

期
間
中
の
補
習
や
進
路
指

導
な
ど
で
教
室
を
使
用
す

る
頻
度
の
高
さ
な
ど
か
ら
、

来
年
度
中
に
中
学
校
六
校

を
先
行
し
て
設
置
し
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
す
で
に

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
十
八
年
度
に
は
小
学
校

十
三
校
に
設
置
す
る
た
め
、

来
年
度
（
二
十
七
年
度
）
に
設
計
を

行
い
ま
す
。 

こ
の
表
の
よ
う
に
多
額
の
財
源
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
財
源
の
手

当
て
と
し
て
、
国
の
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
及
び
起
債
（
借
金
）
を

有
効
に
活
用
し
て
、
で
き
る
限
り
一

般
財
源
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気
代
等
維

持
管
理
費
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

市
議
会
も
国
（
文
科
省
）
に
エ
ア

コ
ン
設
置
に
関
す
る
財
政
支
援
の
充

実
要
望
な
ど
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

高
濃
度
焼
却
灰
の
行
方 

 

「
手
賀
沼
終
末
処
理
場
」（
我
孫
子

市
・
印
西
市
）
に
一
時
保
管
さ
れ
て

い
る
指
定
廃
棄
物
（
五
百
二
十
六
ト

ン
）
の
使
用
期
限
が
後
五
か
月
余
り

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
指
定
廃
棄
物

の
排
出
責
任
者
で
あ
る
三
市
（
松
戸

市
・
柏
市
・
流
山
市
）
は
九
月
議
会

で
、
一
時
保
管
施
設
に
搬
入
し
た
指

定
廃
棄
物
の
持
ち
帰
り
予
算
の
議
案

は
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

し
か
し
、
肝
心
な
搬
出
及
び
撤
去

の
予
定
が
公
表
さ
れ
な
い
で
い
ま
す
。

千
葉
県
や
三
市
の
今
日
ま
で
の
対
応

を
考
え
る
と
、
ま
だ
安
心
で
き
る
状

況
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
十
月
十
日
、
放
射
性

廃
棄
物
等
撤
去
請
求
事
件
の
第
四
回

口
頭
弁
論
が
松
戸
地
裁
で
開
か
れ
ま

し
た
。
裁
判
長
が
変
更
に
な
り
、
訴

訟
の
動
き
が
以
前
よ
り
小
気
味
よ
く

行
わ
れ
る
中
、
テ
ン
ト
が
破
れ
た
場

合
の
対
処
法
や
固
化
焼
却
灰
が
流
れ

出
す
危
険
性
な
ど
、
千
葉
県
側
が
あ

る
と
宣
言
し
て
い
る
、
い
ざ
と
い
う

時
の
「
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
存
在

を
疑
う
よ
う
な
や
り
取
り
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 
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宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

 
一
．
議
会
基
本
条
例
、
成
立
間
近
！  

今
、
議
会
の
あ
り
方
が
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
議
会
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
市
民
の
た
め
の
拓

か
れ
た
議
会
に
な
っ
て
こ
そ
市
民
に

必
要
な
議
会
と
言
え
ま
す
。
我
孫
子

市
議
会
は
、
議
会
運
営
の
活
性
化
と

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
今
日
ま

で
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
市
議
会
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
急
速
に
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。 

私
が
副
委
員
長
を
務
め
る
「
議
会

改
革
特
別
委
員
会
」
は
、
こ
の
よ
う

な
環
境
変
化
に
対
応
し
た
市
議
会
の

あ
り
方
を
調
査
・
検
討
し
た
結
果
、

市
議
会
の
最
高
規
範
と
言
え
る
「
議

会
基
本
条
例
」
制
定
に
向
け
て
検
討

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
在
、
取
り
ま
と
め
た
条
例
案
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
十
月
末
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
後
、
十
二
月
議
会
で
我

孫
子
市
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

議
会
基
本
条
例
の
意
義
は
、
単
な

る
基
本
的
な
条
例
を
つ
く
る
こ
と
で

は
な
く
、
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

議
会
に
な
れ
る
か
、
な
れ
な
い
か
が

条
例
に
問
わ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
地
方
分
権
時
代
の
地
域

経
営
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

誰
が
議
員
に
な
っ
て
も
こ
の
水
準
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
議
会
基
本
条
例

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
市
民
、
有
権

者
に
対
す
る
議
会
の
約
束
事
を
し
っ

か
り
と
行
使
し
て
い
く
姿
勢
を
担
保

す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
今
回
の
基
本
条
例
に
あ

る
「
第
六
条
、
議
会
は
市
民
に
対
し

て
議
会
で
行
わ
れ
た
議
案
等
審
議
の

経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
議
会
報
告

会
を
行
う
も
の
と
す
る
。
」
完
全
に
義

務
化
し
た
条
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
の
総
意
で
議
会
報
告
会
を
開
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議

会
が
市
民
の
前
に
堂
々
と
立
ち
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
市
民
の
信

託
を
受
け
た
意
思
決
定
機
関
に
な
る

た
め
の
正
道
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。 

※
議
会
基
本
条
例
と
は
、
一
般
的

に
、
議
会
に
関
す
る
基
本
理
念
や
基
本

方
針
、
基
本
的
な
議
会
の
運
営
事
項

な
ど
を
定
め
た
条
例
の
こ
と
で
、
議
会

屋
議
員
の
取
り
組
む
基
本
的
な
姿
勢

穂
明
記
し
た
「
議
会
に
お
け
る
最
高
規

範
」
と
言
え
る
条
例
。 

 
 

※
今
日
ま
で
の
我
孫
子
市
議
会
の

改
革
実
施
項
目
、
①
委
員
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
②
一
問
一
答
制
の
導

入
、
③
反
問
権
の
導
入
、
④
採
決
表
示

シ
ス
テ
ム
、
⑤
一
般
質
問
対
面
方
式
な

ど
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
に
よ
る
議
会

改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
千
葉
県
で
第

二
位
、
全
国
で
九
十
九
位
と
な
っ
て
い

る
。 

 

二
．
水
の
館
・手
賀
沼
親
水
広
場
委
譲 

問
題 

水
の
館
移
譲
問
題
は
、
遡
る
こ
と

平
成
十
七
年
四
月
、
今
か
ら
九
年
前
、

千
葉
県
か
ら
我
孫
子
市
に
対
し
て
、

建
物
の
有
償
譲
渡
の
話
を
持
ち
か
け

て
き
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
六

月
に
は
水
の
館
と
親
水
広
場
を
一
体

で
市
へ
無
償
譲
渡
す
る
な
ど
、「
有
償

譲
渡
か
ら
無
償
譲
渡
」
に
話
は
変
わ

り
、
千
葉
県
は
こ
の
施
設
を
一
貫
し

て
、
我
孫
子
市
に
移
譲
し
た
い
と
い

う
姿
勢
で
終
始
、
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
十
一
月
に
は
我
孫
子
市
が
千

葉
県
に
移
譲
を
受
け
る
条
件
と
し
て

提
出
し
た
「
水
の
館
施
設
利
用
案
」

に
対
し
て
、
千
葉
県
は
八
か
月
以
上

経
過
し
た
今
年
七
月
三
十
日
、「
手
賀

沼
親
水
広
場
の
移
譲
に
伴
う
県
の
基

本
的
な
考
え
方
」
が
我
孫
子
市
に
届

き
ま
し
た
。
こ
の
県
が
示
し
た
基
本

的
な
考
え
方
で
、
市
の
執
行
部
は
昨

年
十
一
月
に
示
し
た
利
用
案
を
概
ね

満
た
す
も
の
と
判
断
し
、
今
後
、「
移

譲
を
受
け
る
方
向
で
千
葉
県
と
協
議

を
進
め
て
行
き
た
い
」
と
九
月
議
会

前
、
全
体
説
明
会
（
八
月
十
八
日
）

の
席
上
で
市
議
会
に
対
し
て
執
行
部

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

千
葉
県
か
ら
移
譲
を
受
け
る
形
で

進
ん
で
い
る
「
水
の
館
・
手
賀
沼
親

水
広
場
」
は
今
、
地
方
自
治
体
が
大

き
な
問
題
と
し
て
抱
え
て
い
る
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
考

え
方
を
慎
重
に
考
慮
し
て
、
移
譲
判

断
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
移
譲
条
件
の
詳
細
を

さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
し
「
も
ら
っ
た
は

い
い
が
、
お
荷
物
に
な
っ
て
は
大
変

で
す
。
」
執
行
部
も
議
会
も
市
民
サ
イ

ド
に
立
っ
て
、
こ
の
問
題
を
慎
重
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

      

        
                                   

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
 

＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊  
我孫子市議会の会派(グループ)「あびこ未来」( 印南宏(代表)、早

川真、坂巻宗男、飯塚まこと)では、第２１回、第２２回「あびこ未
来会議 (市政懇談会) 」を下記のごとく開催します。今回も多くの
方々のご参加を心より、お待ちしております。 
(予約の必要はありません。どうぞお気軽に、ご参加をお願いします。) 
 
テーマ：9月定例市議会報告！水の館移譲問題 他 

日  時：11月24日(月) 
     午前 10時00分～布佐南近隣センタ       ☎7189-3740 
     午後  2時00分～我孫子北近隣センタ並木本館  ☎7157-4517 
お問い合わせ：坂巻☎04-7183-2973 印南☎04-7189-1598 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 
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◆
昭
和
五
十
四
年
に
発
足
し
た
平
和

台
自
治
会
も
時
代
の
流
れ
と
共
に
急

速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
我
孫

子
市
内
十
四
の
地
域
が
高
齢
化
率
四

十
％
以
上
で
あ
り
、
一
位
は
新
木
野

二
丁
目
、
四
十
八
・
八
％
、
次
い
で

布
佐
平
和
台
二
丁
目
：
四
十
七
・
七
％
、

平
和
台
三
丁
目
四
十
六
・
七
％
と
続

く
。
特
に
、
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し

が
平
和
台
で
は
百
七
十
人
（
二
十
六

年
四
月
一
日
時
点
）
と
地
域
の
十

三
・
五
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
安

心
し
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
今
ま
で
以
上
に
「
地
域
の
人
た

ち
と
の
つ
な
が
り
」
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
自
治
会
で
は
「
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。「
出
来
る
こ
と
を
、
出

来
る
人
が
、
出
来
る
だ
け
や
れ
ば
良

い
」
の
精
神
を
持
っ
た
仲
間
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
自
主
的
な
運
営
で

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
地
域
み
ん
な
で
協
力
し

て
い
き
た
い
。
◆
先
日
、
発
表
さ
れ

た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

ブ
ル
ー
の
輝
き
」
と
「
二
〇
一
四
年

最
大
の
天
体
シ
ョ
ー
」
の
競
演
が
話

題
に
な
っ
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報

じ
る
翌
朝
の
新
聞
は
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
赤
銅
色

で
染
ま
っ
た
満
月
で
一
面
の
写
真
は

飾
ら
れ
て
い
た
。
私
も
自
宅
の
庭
か

ら
月
が
地
球
の
影
に
隠
れ
る
皆
既
月

食
を
家
内
と
二
人
で
楽
し
ん
だ
。
愛

用
の
コ
ン
デ
ジ
で
写
真
を
撮
っ
た
の

だ
が
、
双
眼
鏡
で
見
る
月
の
方
が
、

は
る
か
に
立
体
的
で
美
し
く
見
え
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
月
の

隠
れ
る
現
象
を
大
昔
の
人
が
見
た
ら
、

さ
ぞ
、
不
思
議
に
い
や
、
不
吉
な
出

来
事
と
し
て
不
安
視
し
た
だ
ろ
う
と

二
人
で
話
し
合
っ
た
。
秋
の
夜
長
、

お
い
し
い
日
本
酒
の
「
ひ
や
お
ろ
し
」

も
良
い
の
だ
が
、
満
月
を
見
な
が
ら

の
談
笑
も
楽
し
い
も
の
と
実
感
し
た
。

少
し
、
歳
老
い
て
き
た
年
齢
相
応
の

自
分
を
再
発
見
し
た
一
夜
の
出
来
事

で
あ
っ
た
。
◆
誰
か
の
言
葉
に
、「
人

生
と
は
出
会
い
と
縁
と
別
れ
で
あ
る
。

出
会
っ
て
か
ら
別
れ
る
ま
で
の
間
に

嬉
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
を
無
事
に
超
え
て
い
く
こ
と
が

生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
」
そ
ん
な

言
葉
を
記
憶
し
て
い
る
。
先
日
、
私

が
市
議
に
当
選
し
た
当
時
、
市
議
会

議
員
と
は
何
か
、
そ
れ
を
教
え
て
く

れ
た
他
市
で
議
員
を
務
め
て
い
た
先

輩
が
急
逝
し
た
。
大
腸
が
ん
の
病
に

負
け
て
六
十
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
。
と
て
も
悲
し
い
。
彼
は
本
当

に
や
さ
し
い
人
で
、
議
員
の
中
で
お

手
本
と
言
え
る
人
が
見
つ
か
ら
な
い

中
、
私
は
彼
の
言
動
に
議
員
の
あ
る

べ
き
姿
を
感
じ
た
。
以
来
、
良
く
話

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
つ
も
彼

が
言
っ
て
い
る
言
葉
に
「
出
来
る
こ

と
を
、
出
来
る
人
が
、
出
来
る
だ
け

や
れ
ば
良
い
」
そ
の
言
葉
が
今
も
私

の
耳
か
ら
離
れ
な
い
。
体
育
協
会
の

会
長
や
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど

の
要
職
を
務
め
、
五
十
七
歳
で
藍
綬

褒
章
を
い
た
だ
い
た
先
輩
、
時
に
は

得
意
な
「
座
頭
市
の
物
ま
ね
」
で
私

た
ち
を
笑
わ
せ
、
自
分
が
苦
労
し
て

実
現
し
た
こ
と
も
、
け
し
て
自
分
が

や
っ
た
と
吹
聴
し
な
い
先
輩
。
議
員

の
中
に
は
何
も
努
力
し
な
い
で
、
さ

も
自
分
が
や
っ
た
こ
と
に
す
る
卑
し

い
人
が
多
い
中
で
尊
敬
で
き
る
人
だ

っ
た
。
心
か
ら
の
ご
冥
福
を
祈
る
。

◆
来
年
の
我
孫
子
市
は
二
十
七
年
一

月
に
四
年
に
一
度
の
市
長
選
挙
、
四

月
に
は
統
一
地
方
選
挙
に
よ
る
千
葉

県
議
会
議
員
選
挙
、
十
一
月
に
は
定

数
二
十
四
名
の
市
議
会
議
員
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

昨
今
の
地
方
議
員
の
不
祥
事
の
内
容

が
、
質
的
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
に

私
は
感
じ
て
い
る
。
お
隣
の
都
議
会

の
セ
ク
ハ
ラ
、
手
俗
な
ヤ
ジ
・
失
言

問
題
や
政
務
活
動
費
な
ど
の
使
い
方

な
ど
で
号
泣
す
る
県
議
な
ど
、
議
員

個
人
の
資
質
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
り
上
げ

方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
地
方
議
員
を
目
指
す
候

補
者
・
議
員
に
質
的
な
変
化
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に

若
い
議
員
候
補
も
増
え
て
い
る
。
厳

し
い
就
活
戦
線
に
残
れ
ず
、
そ
の
代

わ
り
に
議
員
に
立
候
補
す
る
。
そ
ん

な
安
易
な
考
え
で
議
員
に
な
る
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
。
最
近
、
ふ
と

考
え
て
し
ま
う
。
確
か
に
若
い
か
ら

当
選
し
や
す
い
と
い
う
選
挙
風
土
も

あ
る
。
し
か
し
、
地
方
議
員
の
大
き

な
役
割
は
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
、
政

策
判
断
、
住
民
の
利
害
調
整
な
ど
で

あ
る
が
、
先
輩
か
ら
教
育
さ
れ
る
仕

組
み
が
著
し
く
欠
け
て
い
る
た
め
か
、

議
員
本
来
の
仕
事
を
放
棄
し
て
い
る

よ
う
な
若
い
議
員
も
多
々
見
ら
れ
る
。

一
流
企
業
で
は
到
底
勤
ま
ら
な
い
議

員
が
存
在
す
る
よ
う
で
は
、
い
つ
ま

で
経
っ
て
も
、
信
頼
さ
れ
る
地
方
議

会
に
な
ら
な
い
。
二
元
代
表
制
の
下
、

市
長
を
監
視
し
、
政
策
等
を
総
合
的

に
判
断
す
る
市
議
会
の
責
任
は
重
い
。

選
挙
は
、
そ
れ
ら
を
変
え
る
唯
一
の

投
票
行
動
、
政
治
、
議
会
を
良
く
す

る
た
め
に
投
票
の
放
棄
だ
け
は
し
な

い
で
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宏  

印南 宏後援会 
〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部内） 

Tel ７１８４－２８６０ 

 

印南 宏 自宅 

布佐平和台７－１－１８ 

Tel ７１８９－１５９８ 
E-メール hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
ﾌﾞﾛｸﾞ http://hiroshi4649.at.webry.info/ 

平

和

台

雑

感 

 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第９０号）           平成２６年１０月発行  

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

mailto:hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp
http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/
http://hiroshi4649.at.webry.info/

